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社会の変化や18歳 人口の減少などの影響と、学士過程教育の見直しなどにより近年多くの大学において

カリキュラムの再構築が活発に行われている。本稿では大手前大学のカリキュラム改変について触れ、その

ことがもたらした教務運営上の複雑さや困難さについて分析する。その現状の困難さをふまえて、学生と教

務運営側の双方にとって効率的で効果的なカリキュラム管理教務システムを開発した。そのシステムの利用

事例を紹介し、今後の展開について考察する。
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1.は じめ に

近年、大学教務運営その もの が変 わ りつつ あ り、

教務システ ムが果たすべ き役割 も変化 しつつ ある。

本稿で は、近年の大学教務の変化 に対応 しうる教務

システ ムについて述べ る。 コンピュー タの強み を生

かす こ とで、人間では判断、対応で きなか った複雑

な判定 ・計算処理 を行 うこ とがで きるよ うになる。

また、紙で は提供で きなか った直感的 な入カ フォー

ムな どのイ ンター フェース を提供す るこ とも可能 と

な る。

大手前大学 にお けるカ リキュラムの改変 について

説明 し、それ に伴 って生 じた現状 の困難 さについて

触れ る。そ してそれ に対応 し困難 さを解決す るため

の システムの提案、導入、実践利用、効果 な どを述

べ、最後 に今後の展開 に関 して考察す る。

2.大 手前 大学 の カ リキ ュ ラム

大手 前大 学で は2007年 よ りカ リキ ュラム を大 き

く改変 し、3学 部 ク ロスオーバー 、ユニ ッ ト自由選

択制、 自分学科 などの コンセプ トのも と、従来 の学

科 に縛 られ ることのない柔軟 なカ リキュラムを学生

自身が構築で きるよ うにな った。学生 は入学 した学

部の授 業だ けで なく、他学部のすべての授業 を受講

す ることがで きる。 しか も入学後 の どの学年、 どの

セ メス ター において も学びの分野 を変更す るこ とが

で きる(1)。

従来の学部 ・学科の縛 りの 中での学習で は、学生

は各学科が定 めるコース に従 って学ぶ こ とによ り、

最 も効率的で最適 な順序の積み重ね学習 を学生 は受

けるこ とがで きた。一方新カ リキュラムで は学年 と

セ メス ター ご とに配 当科 目を定 めるよ うな従来 の教

務ルールは通用 しない。学生 はすべ ての分野 の中か

ら学習 したい科 目をセ メス ター ご とに選ぶ。数多 く

の選択肢の 中か ら効率的、効果的 に学習 を実現す る

た めに、推奨科 目パ ッケー ジ 「ユニ ッ ト」を構成 し、

「ユニ ッ ト」単位 での学習 を提供 している。 また、

学びの誘導 は 「まなび かたログ」 とい う印刷物 とウ

ェブコンテ ンツを用い て実施 してい る。82の 就 きた

い仕事 ・職種 、73の 学び たい学習 ・研 究テーマ、33

の 目指す資格 に関す る履修モデル を 「まなび かた ロ

グ」で示 してお り、学生 の 自己学習 の手 引きや参考

として役 に立 ってい る。

3.学 習 ・履修誘導

大手前大学の新カ リキュラムがスター トし、自由

選択型の教務運用が始まった。学部学科を越えてい
つでも学習分野を変更可能 とし、「ユニッ ト」単位で

学習を提供するカリキュラムにおける履修ルールは

複雑であり、学習・履修誘導は困難 さを含んでいる。

教職員が学生に直接対面指導する履修ア ドバイスに

おける困難 さと、学生が履修登録などの教務手続き

を行 うための教務システムにおける困難 さについて

確認する。

3.1.履修アドバイザー

新カ リキュラムでは学生は入学学部によらず、す
べての分野を学ぶ事ができるため、全学生に同一の

履修ガイダンスを行っている。また、学内のすべて

の教職員はすべての学生から履修相談を受け、適切

な履修 ・学習誘導を行わなければならない。以前の

カ リキュラムでは各教職員は所属の学部学科内のル
ールや履修方法を熟知 し、対象学生のみにア ドバイ

スを行っていれば十分であった。新カリキュラムで

は教職員は所属分野以外のア ドバイスも行 う必要が

あり、以前 と比べると数倍から十数倍の個別ルール、

個別カ リキュラムを把握 しておかなければならない。

このことが教職員の大きな負担になると共に、ルー

ルの徹底や適切な学習 ・履修誘導を困難なものとし

ている。
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学生 は1つ の専 門のみ に絞 って学習す るだけで な

く、副 専攻 としての第2の 学びや 、 ほんの少 し興 味

を持 って浅 く学ぶ分野 な ど、複数領域 にまたがって

の学習 ・履修 を行 うこ とになる。 それ らの最適 な組

み合わせや学習順序 、そ して履修条件 を満 たす受講

計画 を人 の手 で作成す るこ とは難 しい。 これ は学生

本人 に とっても履修 ア ドバイザー に とっても困難 で

ある。

3.2.既 存 の教務 システム

大手前大学の新カ リキュラム運用 にお ける教務 シ

ステ ムの役割や 問題点 につい て述べ る。履修登録 な

どの事務手続 きや 、履修科 目を決定す るまでの思考

と試行 を支援す るための教務 システ ムに焦点 を絞 る。

カ リキュラム改変以前 よ り古 くか らある安定 した

教務 システ ムが導入 されてお り、学生 には履修登録 、

シラバ ス参照、成績確認 な どの機能 を提供 してきた。

既存 システ ムは従来 の学部 ・学科体制 のルール に基

づ くシステ ムであ り、新カ リキュラムには対応 して

い ない ために運用上 のい くっ かの不具合や使 いに く

さが生 じてい る。例 えば、推奨科 目パ ッケー ジ 「ユ

ニ ッ ト」単位 で複数科 目を同時履修 し学習す るこ と

を指導上 は促 してい るが、システムでは 「ユ ニ ッ ト」

とい う表現 も枠 も存在せず 、学生 は1科 目ずつ選択

し履修登録 しなけれ ばな らない。 これ によ り、同時

履修 され るべ きユ ニ ッ ト内の科 目が学生 の手続 き ミ

ス、 も しくは意 図的 な除外 によ り同時履修 され ない

事態が頻発 して いる。

3.3.学 習 ・履修 誘 導 における問題 点

3.1で は人 に関す る困難 さについて、3.2で はシス

テ ムに関す る困難 さについ てそれ ぞれ概要 を述べ た。

い ままでの学習 ・履修誘導 にお ける問題点 を列挙す

る。

(1)履修ルール の複雑 さ
・大学 キ ャンパ スは離れ た2カ 所 に分 かれ てお り、

移動等 の制約 の中で計画的 に履修 しなけれ ばな ら

ない
・先修条件 の設定 が統一的で はない

先行科 目や先行ユニ ッ トの設定が1対 多

春 学期科 目と秋学期科 目との先行順序 関係 の有

無
・GPA(GradePointAverage)と キャ ップ制(一 定期

間 内の履修上 限)の連動
・キャ ップ制 のも とでのユニ ッ ト(複数科 目の集 合)

ご と履修 しなけれ ばな らず、組み合 わせ方 が難 し

い
・実習科 目等で1ク ラスの受講者 上限が存在 す る

同一曜 日時限 に同時開講

時限 をず らして複数開講

曜 日までず らして複数開講
・複雑 な履修ルール をすべ て把握す る事 は困難 であ

り、勘違 いや解釈 の違 いな どによ り均一 な履修指

導 が提供 できていない

(2)シ ステム上の問題
・ユ ニ ッ トとい う縛 りが一切無 く、科 目単位 で履修

しなけれ ばな らない
・履修規定 がシステ ムにすべ て反 映 され ているわけ

で はな く、規定外 の履修 を素通 ししてい る
・先修 条件 は科 目間のみに設 定 され 、ユニ ッ ト間(上

位 レベル 、下位 レベル間)に は先修条件 の設 定が無

い
・特定 のメジャーや特定 の将来像 を 目指 そ うとす る

とき、 どの科 目が必須条件 なのか とい う誘導や案

内が不十分
・学部横 断的で総合的な学び を 目指す場合 、1つ1つ

自分 でそ の組み合 わせ を編み 出 さなけれ ばな らな

い
・4年 間の学び全体 をシステ ムの上で見渡 し計画す

るこ とが できない

人 による対応 もシステ ムによる対応 も新 カ リキュ

ラム運用 にお いて限界 を超 えてお り、適切 な学習 ・

履修誘導 ができていないのが現状 である。 そ こで、

これ らの問題 を解決す るための新 たな教務 システム

が必要 である。

4.オ ー ダー メイ ド型 教務 システ ム

新 カ リキュラムで は学生 一人一人 が 自分で4年 間

の学び を組み立 てる とい う特徴 を持 っている。 その

特徴 を実現す るためのシステ ム として、「オー ダーメ

イ ドカ リキュラムシステム と(仮称)」 を開発 してい

る。本 システ ムの必須要件お よび特徴 について述べ

る。

4.1.シ ステム要件

3章 で述 べた現状 の困難 さと問題 点 を解 決す るた

めの機能 を一通 り実装す る。主 な要件 は次 の通 り。

(1)4年 間全体(計8セ メス ター)の 学習計画 と学習ナ ビ

従来 は当該 年度 の春 ・秋 学期 の2セ メス ター分 の

学習計画のみ考 え履修 登録 していたが、本 システ

ム では4年 間全体 にわ た る計8セ メス ター の学習

計画 を扱 う。

(2)将来 目標 に基づ くカ リキュ ラム作成

修 めたい学問分野、 目指 したい仕 事、取得 したい

資格 な どの切 り口で将 来 目標 をあ らか じめ用意

し提供す る。 それ ぞれ の 目標 には学 びの道 筋であ

る 「学び方 フローチ ャー ト」が設 定 され 、それ を

参考に学生は4年 間の学び を組 み立てる。

(3)複数分 野の学 び とLateSpecialization

学生は 自分の専門 を早期に決 めて固定せず、様 々

な分 野 の学び を通 して 学年進 行 の 中で専 門 を選

ぶ ことがで きる。本 システムでは複数分野 を組み
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合 わせ た最適 なカ リキ ュラムを提 示で き、またセ

メス ター進行 中に将来 の学びの変更 を許容す る。

(4)オ ンライ ン履修 ガイ ド

複雑 な履修ル ール をすべて実装 し、履修 ガイ ドな

どの冊子 を読 ま な くて も学 生の操 作 に対 してル
ール 通 りに処理 され る。学生 はシステ ム操作 中に

然 るべき案 内や警告、誘導 な どで 自然 とルール が

身につ くよ うにす る。

(5)大学案 内 ・広報 として使 えるデ ジタルパ ンフ レッ

ト

複 数分 野 の学 び の組 み合 わせ に よ り一 人一 人 の

カ リキ ュ ラムが作成 可能 で あ る とい うこ とを こ

のシステムに よって示 す。紙パ ンフ レッ トとは異

な り、無数 の組み合 わせ を生成す る ことが可能 で

あ る。

4.2.ユ ーザビリティ

カ リキュラムや履修ルール は複雑 であるが、本 シ

ステ ムの利用方法 に関 してはシンプル でわか りやす

く使いやすい ものを 目指す。様 々な操作 を行 ってい

く中で段階的 にそれ らのルール に触れ 、 自然 と身 に

ついて行 くこ とを 目指す。

4.2.1.ト ライ ア ン ドエ ラー型 システ ム

本 システ ムは事前 に操作マニ ュアルや履修ガイ ド

に 目を通す こ と無 く利用す るこ とを前提 としている。

履修 に関 して重要 な要素 であ るGPAや キャ ップ制 、

先修条件 な どを知 らな くてもまず は本 システ ムを扱

うこ とがで きるよ うにす る。最初 は正 しい操作や効

率的 な操作 を行 う事 はできな くて も、システ ムで ど

んな操作 を受 け付 けるのか、 どこを押せ るのか、何

を行 うとエ ラーや警告 が出るのか といった事 を繰 り

返 し操作 と経験 の中で身 につ けてい くこ とを 目指す。

そ の主 な特徴 は次 の通 り。
・押す こ とのできるボタンにマ ウスを近づ けた時に

ボ タンの色 を反転 も しくは強調色 に変 える

・補足説 明の必要 なボタンに関 しては、マ ウスを近

づ けた時 に初 めて ポ ップ ア ップメ ッセー ジを表示

す る
・何 の操作 ができ るのか(ク リック、 ドラ ッグ&ド ロ

ップ)の みを示 し、結果 どうなるのかは体験 の中で

理解 させ る
・操作 の結果 を数値や グラフです ぐに表示 し、操作

の意味や有効性 をす ぐにフィー ドバ ックす る
・無効 な操 作や許 可 されてい ない操作(シ ステ ム上 、

ルール上共 に)を行 った際に警告 を与 える、も しく

は画面変化 を起 こ さない事で操作 が弾 かれ たこ と

を示す

4.2.2.ピ ラ ミッ ド型 イ ン ター フェー ス

本 システ ムの主 とな る操 作 は将 来 目標(修 めた い

学 問分野、目指 したい仕 事、取得 したい資格)を 複数

選び、優先度 を振 ることであ る。優先度 を1番 、2番、

3番 …の よ うに1列 に並べ て振 るのではな く、興 味や

関心 の高低 で配置す る こととした。最 も高い興味 ・

関心 のあ るもの を1つ 選 んで もらい、低 くな るにっ

れ複数枠用意す る ピラ ミッ ド型 のイ ンターフェース

とした(図7)。 これは、興味 ・関心が最 も高い もの以

外 に厳密 な順位 を振 る ことは難 しいため下位層 には

同列 の複数選択枠 を用意す る とい う構造 である。 ピ

ラ ミッ ドの各層 のラベル と選択 可能枠数 は次 の通 り。

最上位層:「 絶対や りたい!」 枠1

中間層:「 や ってみ たい」枠2

下層:「 興味 がある」枠3

図7ピ ラ ミッ ド型イ ンター フェー ス

5.実 践利 用

本 シス テ ムは大手前 大学 の2009年 度 オー プ ンキ

ャンパ スにて初 めて実践利用 した。大手前大 学に関

心 のある高校生 を対象 とし、大学 のカ リキュラムを

理解す るこ とや学部横断 的な学び の組み 立てを体験

す るこ とを 目的 とした。

7月 ～8.月 に終 日プ ロ グラムの オー プ ンキャ ンパ

スを4回 、9.月～10.月 に半 日プ ログラムの ミニオー プ

ンキャ ンパ スを4回 開催 した。 会場の一角 に ノー ト

PCを30台 配置 し、いつ で も自由に体験 して もらえる

状態 で本 システ ムを提供 した。 その会場 の様子 を図

8に 示す。

本 システ ムの狙い である トライ アン ドエ ラーに よ

55



OTEMAEUnivresityCELLJournalofEducationalStudies,No.1,2009

る 自己学習 によ りほ とん どの利用者 がスムー ズに操

作 して いた ため、操作 アシスタン トに頼 る利用者 は

ほ とん どい なかった。 アシスタン トの役割 は、印刷

方法や プ リンタの案 内や、不慮 のパ ソコン ・ネ ッ ト

ワー ク トラブルへ の対応が主 なもの であった。

参加 者 の多 かった7～8月 実施 のオー プ ンキ ャン

パ ス4回 の累計来場者数 は1612名 であった。本 シス

テ ム体験 コーナー に訪れ利用 した厳密 な人数 につ い

ては、イベ ン ト運営上厳密 に測定す るこ とはできな

かったが、来場者 のおお よそ3割 が利用 していた と

考 え られ、推定利用者数 は約500名 であ る。ア クセ

ス ログ よ り、 ピラ ミッ ドの作成 回数 を解析 す る と

1182件 の ピラ ミッ ドが作成 され、カ リキュラム表示

が行われていた。

SUMMARY

Thispaperdescribestheintroductionofanew

curriculummanagementsystem.Thissystemhas

beendevelopedtoreduceadministrativeand

studentdifficultiesarisingfromcurriculum

modifications.Furtherdevelopmentofthesystem

wasdevisedbasedonthetrialexperimentofthis

system.
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6.終 わ りに

本稿で は大手前大学 のカ リキュラム改変 と、 それ

に伴い新た に生 じてきた困難 さを分析 して述べ た。

新カ リキュラムは従来 の学部学科 を越 えて学生一人
一人異 なる学び を組み立 てる ことができる とい う特

徴 を持 って いる一方 、履修ルール の複雑 さを招 いて

しまってい る。それ らを解決す るためのオー ダー メ

イ ド型教 務 シ ステ ムの設計 と開発 に着手 し、試 作

品 ・体験版 として完成 させ 、オー プンキャンパ スで

高校生 に披露 した。

今後 は実 際 に2010年 度 入 学す る学生者 向けの シ

ステ ム として完成 させ、教務 システ ム としての正式

稼働 を 目指 し、 開発 を進 めてい く。

今回 は実践結果 として大雑把 な数値 を示す のみ で

あった が、今後 は各利用者 の動 向を細 か く分析 でき

るよ うなログを収集 し、本 システ ムの効果や成果 を

示す こ とが できるよ うに したい。
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